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, . . . … . ' . 巧

あのころの高村先生

の研究会であった。それだけに，先生の指導も綿密で，きびしくもあった。私はこの先生のもとで,
ドイツ経済史を専攻した。その動機がまた極めて非学問的で， ドイツ語を使ってみようということ

であった。 当時，学生の間では，第 2外国語のドイツ語やフラン不語の書物を読むことが，畏敬 
. . . ■ ： ：■ ...... O  • 1 へ::.、 .

( ? ) の目を以て見られていた* それで私も，それをやってみようと思い，そのためにドイツ経済史

を選んだのである。

私たちの,クラスは，先生の研究会の2 回自の卒業生である。野村•高村合同研究会の時代から数え . * .
れば， 4 回目ということであるが，いずれにせよ，高村門下の「高弟」であることに変りはない。 

先生もまだ若かったし，私より上級生は，先生との年齢差は更に少なかったわけだ。「ナーニ，高 

村さんには教わったというより，共に学び，共に遊んだ仲さj と，ある上級の先輩が，一ぱい機嫌 

で言ったことがあるが，実際，そんな感じだったのかもしれない。しかし，私どものクラスかちは，: 
r共に遊ぶ」どころか，教えを受けた「コワイ先生j という印象めほう力t強い；； してみ•ると，この

間めわずか一両年の間に，高村先生の領主的権威は，完全に輪立されたと\/ぐうことであろう力、。
• • . - ■ ..
先生は昭和36年, 野村先生の逝去と相前後して，塾長に就任されだ。これほわれわれk とっそ， 

全くの驚きであった。高村先生と塾長とほ，どうしても結びつ分て考えることができながった。山 

梨県に住む先輩の元研究会員が，新聞でこの報道を見て， どうしても信じられず，「新聞にも誤り 

はあるから」と，わざわざ汽車賃を払っ.て上京し，塾監局にいっそ_ い合わぜて，はじめで納得し 

たという/ 笑い話さえ生まれた。先生はもとより一介の学究ではない。多方面の才能の持主であり，

特にその事務的手腕の抜群であることは，「社会経済史学会」 の運営を通じて，ンg れわれもよく知
» 1 ' ' ， ■ • - •-
っていた。それなのに，先生が塾長になるなどとは，一度も考えたことがなかった。そ;p u t, おそ 

らく，われわれにとって，先生が余りに身近な存在であったために，塾長という特殊の地位と，結 

びつけて考えることができなかったからであろう。 ’ ’
ともあれ，先生はよく塾長の大任を完うされ，それを境に，一段とスケールの大きな存在となら

れた。教育界の大立物として，広く社会に活躍されるようになった。それはわれわれ弟子どもにと
- . . . . . . . .  . . . . , •  ̂ . . .

って，まことに嬉しいことである。けれども，われわれの心に浮かぶ先生の映像は，常に塾長以前

のそれで•あり，鞔前，大仏裏のお宅で，いつうかがっても，勉強しておられたあの時代，戦後，荒

廃した三田の研究室で，苦燊を共にしたあの時代の先生のお姿である。先生の細健康と，今後の御

活躍を祈ってやまない。

: (服部時計店副社長)

経 済 、史 四

高 ，村 象 平

島崎教授や中鉢学部長から過分な紹介のおことばをいただきました。何かおし4 のほうがむずむ 

ザする感じセあります。 ’ ’
けさ，三甶6 図書館の前の石段を上がってまいりまして，ちようど朝陽がさしておりましだが， 

感慨無i なもめを味わぃました。 ‘
数えてみますと/私は旧制の大学出身でございますから予科3 年本科3年というわけ:で，その頃 

は白舎めキャンパスはなく，全部この三田の山の上で過ごしたのですが，それが’6 年間。続い七昭 

和 4年の春から本年に至りますまでの教_ としてめ42年間。合わせて48年というものをあの右段 

备i がづitり降りたりしたのでg りますが，これでもう頻繁匕上がらないで済むようになるのかと 

思いますと，ちょっと妙な感じがいたしまして，淚もろければ泣くところでございましょうが，い 

まどき毛ういうのばはやりませんようです。その他方におきまして，せいせいした気持ちもちょっ 

とあるめは，困ったものでございます。 .
そこで，きょうは何をお話ししようか。当初島崎教授や中村教授から私の最終講演についてのお 

話を承りましたときは，即座に考えましたのが，「経済史四十年」という題ででもお話b しよ欠か 

と申し上げたのでございました。それは，過去40年間における学問上の_ 題を中心にして,それに 

私の研究歴を織りまぜてお話ししたらいいのt •ゃないかと思づたからでありますが，そめ後だんだ 

ん考えている間にそれでは少々てまえ冬そが多くなり過ぎるんじゃなV、が。一体，手柄話というも 

のはお聞きをこだる方ヒとづてはいやなものであります。しゃべっている当人はいい気持ちにたづて 

いるんで,すが，これほどいやらしいものはない。慶応義塾を去るに当たりまして，いやらしい男だ 

ったと思われたくない。 ,
そこで，ちょうど私がこの大学に入るようになりましたころといってもいいし, あるいは，実際 

に研究者としてあれこれ首をつっこむようになりましたころといってもいいのでありますが, 約40 
年との方のわが国における経済史の研究，特に私のやっております西洋経済史でビざいますが，そ 

の西洋fe済史関係の研究の動向といったものをかいつまんでお話しし，それに将来はどうあってほ 

しいかという私の感じておりますことを付け加えまして，恭い方々に何らか御参考でもなればと,
~~ -  3 (517) ■—



こう考えた次第でございます。

ただ，これにいたしましても，歴史はある時点から急に始まるものではございません。経済史と 

申します経済学の一分派でもあると同時に歴史学の一分派でもありますものが，現在ありますよう 

な専門的な学問になったころの話から始めることになりますが，その中に慶応義塾とかなりゆかり 

の深い事柄があるということを織りまぜて申し上げたいと思っております。

わが国での経済史の研究は，ヨーロッパに始まったものの翻訳紹介から入ってきておりますが, 
そのヨーロッパにおきまして，経済学並びに歴史学の一分派としての経済史という学問が成立いた 

しましたのは，一体いつごろか。ほぼ百年前であります。大体1870年代といったらよろしかろうと 

思います。ただ，人によりましては，その成立の起源をどこに置くかで時点が違います。.たとえば， 

大学の講義題目に経済史という名称が掲げられたとき，それはハイデルベルク大学においてであり 

ますが，それが1853年，担当者はキーゼルバッハ講師であります。この最初の使用を問題視する人 

もあります。但しこのとき講義はしなかったということであります。それから，経済史という表題 

の専阏的著書が刊行されたと.きを.とりあげる考え方もございます。 それですと， 「ドイッ経済史j 
という書名の第1巻が力ニル• テオドール* フォン. イナマ：=ステルネックによっ弋出されました 

のが1879年でありますから，ちょうどいまから百年近くになるわけであります。

さて，キーゼルバッハの1853年ならばわが国の嘉永6 年，イナマの1879年ならば明治12年に当 

りますが，この幕末から明治初年にかけての時期に，外国製の経済史という学問が入ってまいりま 

す場合には全部翻訳であることはいうまでもありません。それも，いわゆる文例開化の時勢下にお 

V、ては一流の文明国についての関心が多かったわけでありますから,文明史とか万国史とかいう表 

題で，しかも出版するに手ごろな通俗書が翻訳され刊行されたのであります。これに続いて経済史 

的なものとしては，先進国の贸易関係に興味が寄せられる。オランダのキーヒッッの 「交易通史」

の刊行が明治5 年，レヴィの「大英商業史」の翻訳が明治12年，これは元老院出版であります。.
これら©万国史風の，さらに産業上において先進国であったイギリスの歴史の翻訳から離れて， 

西洋経済史という学問が成立するためには，まず西洋史学の方法論をとりいれることが必要であり 

ますが，この考えが出てまいりますのが明治19年のことであります，それは東京帝.国大学,.現在の 

東大でありますが，この柬大にドイッの/レードウィヒ‘ リースが招かれて，史学科が創設されまし 

すこ。 リースはレオポルド• フォン• ランケのお弟子さんでありまして，史実に忠実な客観的研究方 

法をわが国の史学界に導入しまして，実証的な個別研究を進めて在来の通史を書き改める下地をっ 

くりあげたのであります9 リ一スと並んで教鞭をとったのが， ドイッ留学から帰国した坪井九馬3  
參生, ランケの傾倒者であります9 この2 人によって学問らしい形のものができ上がっていったと 

異てよろしかろうと思います。但し，しばらく Q間は，ランケあるいは同じ.くドイッのベルンハイ 

,ムといったドイッ史学の方法論がそのまま受け入れられていたのでありますが，これを日本的なも

碑猫!及 想傾忽̂飄巧̂ ^ 添5 城撕吻む如、'顺

経 済 史 四 十 年

のにしてゆこうとぃう気運が醸成されましたのが明治32芽。東大に日本経済史の講義，わが国の大 

学における経済吏の最初の講義がおこなわれました。内田銀蔵博士によってでござぃます。内田溥 

士は歴史派経済学を学び，わが囯に経済史学を樹立,するごとに努めた先覚者であります。

その翌年の明治33年に，ドイッで日本人が歴史学派の方法論を適用して,日本経済史をドイッ語 

で発表いたしました。ルーョ.*フ 'レンターノについて学んでいた福田徳ニ先生であ.り:ますo しの本. 
は，その後明治40年になりまして，お弟子さんの坂西由蔵博士が日本語に翻訳されましてから,わ 

が国で喧伝されるようになった， ’
この福田先生は，皆さん御承知かもしれませんが* 高撟誠一郎先生とよく論戦をま,じえれられた 

方でござぃt すし* 高橋痄生や少泉信三先生を育てた先生といってもいぃと思うのでありますが， 

慶応義塾でしばらく教鞭をとっておられました。福田先生のお考えは，人間の生き方は.ほぼ同々よ 

うなものだ, たとえば，.洋服を着るな.り和服を着るなりの違いはあっても，人間は同じような動き 

方をするものだ，同じ社会経済的条件は類似の制度をつくりだすとぃう考えでありまして，したが 

って，日本の経済発展はョ 一口ッパの経済史の径路と一致してぃるとぃう前提めもとに書かれてぃ. 
る。ですから，ぃわばお手本があるも々ですから，非常にわかりのぃいものにはな？ているわけで 

ございます6 1
そのようなことで明治時代が終って大正期に入りますと，慶応義塾の先生が登場されます。それ 

は私が大学在学中に講義を伺った滝本誠一博士。 この滝本先生が大正3 午から6年にかけまして 

「日本経済叢書」とぃう3姍 0 ものを編纂夸れました。 ごれは後に「日本経済大典」と改題し，内 

容も充実して54冊のものになっており，最近は復刻が出ているようでござぃます。わが_ の経済史 

を研究する上におぃて極めて重宝なものを作ってくださいました。この史料集と並んで；竹越与三 

郎氏.によりまして，大正8 年から9 年に 「日本経済史J と題します8 冊の研究書が出ました《

このころは，言うまでも'なく第一次大戦の終わろた，あるいは終わろうとする時期でごさぃます。 

日本の学界全体におきまして，唯物史観の研究が本格的に始まろうという時期でござぃましたし， 

また，資本主義社会がどのように発達してきているのか，それを理論ばかりでなく実証的にも研究 

してゆこうという気運が強まった時期でもあったのであります。その場合に経済史関係で注目すベ 

き，ことは，先ほど申しましたランヶ， y —ス流の考え方ないし研究の仕方は，ともすれば政垮史の 

方向に流れてゆきやすぃ。ところが，歴史は決しズ政治面ばかりじゃなぃ，もっと別の面も十分取 

り入れて考察したほうがー層実相に近づくのではなぃかという考え方が強く出てまぃりました。

> 申しますのは，精祌史も必要であろう，物質的な経済の面につぃても十分配慮しなければなら- 
ないという考え方でござぃまして，これが, いわゆる文化史とい'う形で経済史を見てゆくことにな 

るのであります《大正11年に現在の一橋大学，当時の東京商科大学の三浦周行博士によって「文化 

史とは何ぞや」という論文が発表されましたし, 加えてほぼそのころに，私の師匠であります野村



兼太郞博士がド彳ッ西南学派の哲学を取り入れまして，経済史は経済的価値に関係ある事実を取ひ 

いれるが，価値判断を下すものでは•ないということを力説されました。これが，「経済的文化と哲 

学」と題します大正9 年O著書，または,大芷8 年から10年にかけて三田学会雑誌に発表されまし 

だいくづがの論文で主張されためでございます。 ‘

私は野村先生には大正末年から昭和の初年にかけての本科の3 年間にいじめていだだきました。 

そのときは, ずV、ぶんやかましい先生だなと思いました。と申しますのは，少々これからてまえみ 

そになりますが，先ほどもちょっ仁島崎教授の御紹介の中にもありましたように，私の大学の卒業 

論文の題目は， 「グライミソグ*ボニイ」（よじ登る午供）です。‘ 煙突6 中をはい上ってゆく子供， 

つまり，_ 分のからだで煙突の内部をとすってすすを落としてゆく，自分がいわばブラシになって 

ゆく，そういう悲惨な子柄の生活を研i究テ ー マ に したのでありま十。 ：

その動機を申しますと，これは，っくづく偶然というものはおそちしいという感じがするめであ 

りますが，話はもっと前にさかのぼります。大正の初期のことでありま十が，私が中学に入りまむ 

たとき，非常にやかましい英語の先生に教えを受け士した。 1年のときから，フ；t アリー*テール 

ズでも何でもV、いから自分でさがしてお読みなさいといわれる先生でこ.ざいました„ 2 年のときも 

持ち上がりでその先生に習ったのですが，「舍たち，丸善という本屋があるが，その2階べ行くと 

洋書が並んでいるから，その中セキさしそうなものを選んで，ひと夏かかっセその半分でもいVv 
三分のニでもいいから，読んだ感想文を書いてお出しなさい」といわれだのでありまず。 '：

その時分，丸善なんか初めて恐る恐る行ったのだぅたと記憶しますが, 結局，お小遣の関係もご 

ざV、ますし，なにしろ中学2 年生ですから，何をさがしだしたかと申しますと，士ヤールズ•ラム 

の 「シェークスピア物語j 。それを，一番安いェブリマンズ• ライブラリーで，たしか1円30銭ぐ 

らいだったでしょうが, それを買いまして，そのうち幾つ読みましだか。坪内さんゼ翻詖などで知 

づておりました「ヴェニスの商人j だとか，あるいは「マクベス」だとか,とにかくニつか三つ読 

みまして，それを夏休みの宿題とI て出した。で十から，いわば子供心にチヤ—ルズ•ラムという:. 
冬み*リ•ス人の名俞がどこかに残っそい£ わけでどざいます。 • ■
大学へ入りましたころ，夏目漱石全集が岩波書店からたしか1冊 4 円50銭で出ました。これを苦 

努して貿いました，親から‘はもらったはずなのですが足りませんで，毎月だったか隔月だったか 

わ払达みに苦労しまL た。っ'いに，この山の下に古くからの質屋がありますが，あそとへ前の配本 

を持って行って借りた金を次の払込みに当てる，一種の自転_ 営業ですな。これは，私自身の知恵: 

ではな，いので，いま幼椎舍がございます天現寺に塾の寄宿舎がありました。1ここに私が予科在学中 

の'3 年間入っておりましたときに，先锻から教えてもらった知患であります。生まれて初めて質厳 

どV 、うところへ通いまし’た。 しんも,，奇妙なこどに自分の居住している近所の質屋へは行かないで,. 

遠いところの質屋へ行く。これは一つの原理のよう，でず。そういうごとで漱石全集をあれこれと.讓

0 済 史 m 十 年

み散らしていだのでずが，そめうちの第何回目の配本かは忘れましたが，文学論でしたか文学評論 

でしたかを読んでおりまじた。

，そ:こにゲ.ャールズ* ラムの「ジ.• :エタセー• オブ’• エリ.ア」.■の筋書が出てVベ1る。その一' ^ に，.文 

章ははっきり覚えておりまぜんが，記憶に残っておりますととば，ある冬め窣い朝，窓の外にスズ 

メり声が聞こえる。顔を出してみると，雪が積4 っていて，そのまづ白允雪の上を黒い小さなもの 

力t動いセゆく。そして，「スイープ, スイープ(於払い, お払ぃはいがが)」 と言っているのが， ピド 

プ，ビープとまるでスズメの声のように聞こえる。それはまっ黒けな煙突掃除の子供がすすを入れ 

る袋をかついで* 白い雪道を歩いてゆくので，何かまざまざ絵画を見るような感じがあづたのセあ 

ります。それに, 私自身多少文学趣味もどざいましたし,また予科時代は素人芝居をやっていた人 

間でございますために，この情景にひかれまし't ：，さっそく何叢書でしたか，ジ • エ9 セ ー•才つ'、

エリア'という本を求めましセ，その中のnプレイズ•オブ•ザ •チムニ一=欠ウイ一パ一J，煙突掃 

除夫の讃と. しますか，それを読みました。

そめ中にはそういう情景が出ているばかりでなく，それらP 子供が親方によづて実にひどい扱い 

をうけ•てV、る.ことが書V、て矣> るのです。時はちょぅど18世紀の‘終わりから19世紀の始め，いとけ 

ない子供を酷使しまして金もうけをやったという‘ 語でありまず。たまた* ，そめころ私は卒業論、 

文を書かなけれWならないことになったのでありまi*•が; これがいいやと思いました。

そこで，私の師事すべき野村兼太郎先生に，r煙突掃除の子供の研究をしてみたいので， しかる 

べき参考書を御指示いただきたい」と申しますと，「君，ほんとうにやるのか」 と言われましたの 

をまだ覚えております。あだや冗談で来たのじゃありませんと腹の中では思ったのですが，そうい 

うわけにもいきませんレ，「はい」と，しとやかに返事しますと，「君，これこれめ本を読みたまえ， 

図書館にある箸だから》」 と最初に指示ざれましたのが，ヘンリー• メイヒューという人の「ロン 

ドン• 丨ノ —バー• アンド. ロンドン• プーア〉 （ロンドンの勞働奢とロンドンの貧民)' という4冊もの 

でござします。これを借り出して驚,きました。こ全かい活字でニ段組みになって，塾の図書館にあ 

りますのは, いまでもそう汔ろうと思いますが，最初の目次の箇所がない。ですから，一具ー貢み 

んな黾ていかない限り.どこに何が書いてあるのかわがらない。意地の惡い本です，あれは。ただ， 

都合のいI 、ことは，'神絵がありして，子供が仲間とランブの下でをして（、るものや屋台店で 

果物を売っているところ，そめ他いろいろな揷絵が入っセ，おりますのセ^まあこの辺だろうと見当 

がつく。滷突掃除は, たしか第2 巻の終りの方，三百衬ぺージから四百疴ページにかけてであった 

と記憶しますが，ここに行き着ぐまで匕はずいぶん時間がかかりました6 •
しかし，あ.りがテこいことに英文をはすに読む術を觉えました。まともに読んでいたらやりきれな 

いのセ，パラグラブめ最初の2 , 3行を読んで，そ“から最後の2，3行を読む。その間に/地得す 

るところがあればそれですましてしまう。両方の間に何か突っかかるものかあれば，そ々ハラクラ
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フを諫み直すという形で，さもないと進みがおそくなるものですからこういうことをやったのであ 

ります。

その後，ヨーロタパへ留学いたしましたときにグラスゴーでありましたか，古本屋でその4 冊も 

のを見'*0 けました。いまだに所持.して.おりますが, これにはちゃんと目次がついております。こう 

V、うのがあればいいなぁと思ったのでしたが，野.村卑生は私をテストするためにそQ意地の悪い太 

を読めとおっしゃったのかもしれないのですが，とにかくそういうばかばかしい苦労でございます 

が, 思い出になります。： - ■ . : .
私の「クライミ' ンク:ノボーイの研究j は，メイヒューの本だけでは足りませルで，まだ何種類か 

参考書を先生から，指示されました。チャールズ. ブースのロンドンの労働者の研究，これは9 冊も. 
のでございましたが，これも読みました。というX り辟，眺めましたという方が正確かもしれませ 

ん、結局この卒業論文が.きっかけになりまし弋，経済学部の助手に採用されましたのち, . しは:らく 
の噚はイギリスの産業革命時代の児童労働を研究テ一マとしました。ただ，木綿工場その他で使わ 

れている児萤につきましては，皆さん御承知だろうと思いますが，マルクスの資本論の第1巻第8 
章にかなりくわしく記述がございますのでこれは省きまして，炭砥や農場で働く児童，その供給源 

たる教区徒弟などについて2年あまりやりました„ ,
ところが，何を書きましても師匠の野村博士はいいとは決して言ってくださらない。と申します 

のは,野村先生はドイッ西南学派の哲学を取り入れられた経済史研究の第一人者といってよろしぃ 

のでありますが，ケンブリッジ大学でウイリアム•アシュリー先生を指導教授とし，クラッパム先 

生をチューターとして3 年間留学され，帰国して_ もなくのころに私が弟子入りをしたということ 

でございます。先生は英語は非常にお得意でございまして, 試驗問題も英語でおっしゃる。それを 

書き取りましたわれわれは，英語で答案を書く。ですから，問題を聞きそこ‘なったら全然違ったこ 

とを書いてしまうことになるんです。それから，行儀作法にやかましい方でして，教室で何かの拍 

子にしいんとしているときに却って何かをしたくなる衝動にかられることがあるものですが，その 

とき鉛筆でも削ろうものならその削る育だけがえらく響く。そうすると，先生は大きな目をギョロ 

リとして「船筆は家で削ってくるものだ」と叱られる。そうかと思うと，物音一つしない静かなと' • ’ r ■ - , . ' _ .

きに，ひょっと気がつくと，にらまれている。私は新聞を読んでいて叱られたことがあります。
. . . .  . - *  ■ •

学生時代には前の人の背に新聞をネてかけて読んでいれば見つかるはずはないと思ったのでした 

が. , そ:の後，教壇へあがるようになりまして, 上から見ますとよくわかりますね。こ.こにいらっ し 

ゃる学坐諸君は，今後教室でお読みになるときはもっと別な手を考えなければいけませんよ6 学生 

諸君が教室でなさることは，私の大IH末期から昭和初年にかけてのころの行動と，現在と，ほとん 

ど違和ないようであります。カンペ一€>つくり方だってみんな似たようなものでしょう、 そ〉いラ 

点では進歩はゼロいようであります。

それはさておきまして, この大正末期から昭和初期にかけまレて，先ほども触れましたように，. 
唯物史観の研究がわが国におきまして本格的に始まってまいります。これには福田徳三博士，河上 

肇博士，櫛田民蔵氏, 慶応義塾の小泉信三先生等々が中心で，そういう方々め唯物史観の解釈や批 

判についての論争が当時の総合雑誌でありました中央公論や改造を毎号論っておりましたヶそO場 

合に，経済史関係で申しますと，いわゆる資本生義論争なりあるいは封建論争という名称で呼ばれ 

ておりますものが展開されたのであります。

. この封建論争なり資本主義論争なりを一口で申しますと，史料をマルクスめ理論r あてはめi う 

とする企てが一方にあ:り，他方には，史料によづてそれを批判しようとする動きがある。こO両者 

の論争が展開されたのでありますが，ぐれと並んで,’もう一つ経済史研究にける極めて大きな動 

きが現われてまいります。それは明治初年以来ずっと続けられて明治の45年間，大正の15年間，合 

わせて60年間も続いてきた翻訳あるV、は外国の業績の紹介から, 離聪する動きであります。， ハ： 

これは，わが国の学界における先覚者が立ち上がって自分の足で歩いてゆこうとする気がま免が 

はっきり具体化したとい.うことであります。しかも，その先鞭をつけられ，宣言を寒表された^)は, 
私の師匠である野村兼太郎博士であったのであります。先生の離脱宣言が著書の中に明宗されまし 

たのは，ちょっとおくれまして，「一般経済史概論J という本をお出しになった昭和15年のことで 

ありま寸。その序文にこういうことが書いてあります。これは，いまだにわれわれが取り上げてい 

い*ことばのように思いますし，また，私もつとめてその方法をとるようにv てきているのでござい 

ますが，こういうととでございます。 「欧米の释済史家の手になる一般経済史が，概して世界のあ 

る一部にすぎないヨーロツ.パに起こった事実を，あたかも全A 類の発展史の，ごとき形態で表現し ;̂ 
いることは，彼らとしては当然のことかもしれないが，われわれアジア人の書くものもそれと同じ 

であっていいものかどうかj と。この疑問の投げかけであります•
たとえば，どうかするとイギリスのマナフ制度が, 人類の経済発展の中世的典型として，すべて 

をおおい尽くしているような叙述を見る。しかしマナー制度は，.あの狭い島の一部のイングランド 

で少数の人間によって営まれたものにすぎない。ただ，後にイギリスが発展して大帝国になり，世 

界に覇を唱えることができたために重要視されているにすぎない。そのほかヨーロッパ人，特に西 

欧人の経済生活のみが人類の経済史を構成すると考えることは，少なくともアジア人たるわれわれ 

が経済史を:書く場合には，これを疑問としてもよいであろう。これは，一般的な概説においても, 
従来の翻訳紹介の域を離れなければならないという学問的な宣言であると思います。：これを慶応義 

熟の先生が唱えられたということは，われわれとして大いに肩をそびやかしていいことのように考 

えるのであります。

もちろん，この宣言の実現は, . 尠村先生独りの力でなしとげられるものではごさ：いません。：幾つ 

かの全国的な経済史に関する学会が昭和初年にでき上がってまいります。.第 は ，京都匕経済史
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研究会が設立されまして，そこから「経済史研究」という機関誌が昭和4年 11月から発行されま 

す。この研究会が後に日本経済史研究所に発展しました。また，塾め野村先生，一橘大学の猪谷善 

—先生，当時明治大学におられました滝川政次郎先生の3 人が発起人となりまして，社会経済史学 

会という全国的な学会を創立し，: 昭和5 年12月に早稲田大学で発会式を持つようになりまじた。翌 

6 年の5 月から「社会経済史学:上'という機関誌が出ます。;:.ぺぺし . . : バ : し .
.日本経済史研究所や社会経済史学会は，会員の年かっ.とうから言えばわが国の学界の中堅以上の’ 

方々のグループであります。そこで,.:若い方々，このごろのこどば.で言えば造反的な若い歴史家は， 

また団体をつくります。これが歴史学研究会，昭和 7 年 12月に創立されまして翌年1 1月から：「歴 

史学研究j という機関誌が出ますン： ' し,’

そういう全国的な学会ができ逢子とともに/ 従来藷夫学にございましだV、ろ)/、ろ©歴史学研究め 

グループを発展解消させるた て ,まえにな っ弋いためであり令すが，何と申しましそも孪善挺_ 誌は 

せいぜい月に1 回しか出ないという実情でぼ，研釦業績を尧表する機会はそうそう回 S でま。りま 

せん。そ こ% それぞれの夫学におきまして，経済虫学会ができるようになる。慶 虑 お き ま  

しても慶応減塾経済史学会が野村先生を姜長としましそづくられ,そめ機関誌として昭教112年以降 

「歴史と生活 j という雑誌がその後7 年間出もようにがるのであります。

このよb な経過で全国的な学姜がわが国にセき‘ がりt した。とれは_ 和 4年以来のことであり 

ますが，たまたまそめ年に私が研究者として勉強を始めるようj cなり逢しためで、，爾来わが国6 経 

済史学界の動向とかなり密着した研究生活を持つことぶできましたのは，私自身にとって非龠に幸 

いでありました。最初の年度に遭迪したということには偶然が伴っているに相違ないめであります. 

が，それだけ匕かなりもちゃなこともできた'と思います。一 つ の ことを長く続けそやっても‘しから 

れることのない，そういう世の中だったというこ^:でございまず。 ’
先ほどもちょっと触れましたように，私は昭和4 年に大学を卒業いたしましてから約2年間はィ 

ギリスの研究をいたしましたが，その後1年間は歴史哲学の研究をしました：そのあとは昭和8 年 

の 1月に論文を発表いたしましてから，現在^!至りますまでの間，八百年も前に結成されましたド 

イツ• ハンザの研究を一途にやって“ るのであります。 J .
先般, ある薪間の記者がうちへ参りまして，「よくまぁ，一 昭和 8 年という’と, そめずr r t己着 

がまだ生まれてないときなのですが- — 昭和 8 年がら昭和46年までー勹ことをやってV、まじたねj 

と。 rよく言うじゃないか, ばかの一つ覚えと， それなんだよ」 と笑って返_ しまじたが,奐際そ 

ういうことなので， もちろんその間におきまして，少しは日本のこと，織盛時代の対外交易のこど， 

あるいは明治以降の林業史，さらにはァメリ力経済史の一部などもつっついてみましたが, 結局’何 

と中しますか，隹分の住みなれた場所は居心地がよい。それが提らく 40年近くも一つの■テーマをあ 

きもせずやっているということになると思うのであります。 ハ し . : ：
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それでは30数年やっているととで何か結論をつかんでいるのかと申しますと，何もつかまえてい 

なぃといづたほうが正直な客えであります。何か得ようとして研究した場合には，どう.もいぃもめ 

を つ かめないように思うのです。なす丨こまかせておいたら独りでに何かなるんじゃないか‘。1あるい 

は，私の研究から人が何かをつかんでくれる‘のじゃないか。，そんな気持ちが強く働ぃ'りますン 

どちらかと申しますれば，私の研1究の際の態度は道楽三昧といわれるようなもめでありましょうV: 
と;K も; •蚌村先坐に懇名と蕾われだことなのセすが, 「君, ほんどうにやるつもりならば::人が 

何と言おうとそれを貫ぃてし、なき今せめ’だぜ」。こうぃわれるのであります。あれこれとあげつち

われそも，それらは馬耳東風と受け流I て，一らことを綠け■てV、づて，それから目を離すなとd
■ . . .

ことであったと思ぃます。まあ，一口に言う道楽。その道楽を許してくださった先生,そしてごの 

慶応義塾という学校は，，実に私にと4 てゆありがたぃ先生であり > 学校であったのであります。

もちろん, 38年も同じこh をやらてぃたら,、何が結論らしぃものはひとりでに出てまいりますレ 

それはなぃととはござぃません。 ドイッ• ハンザは大体I2世紀の半ばから約五百年間存続して知り 

ます6 その五百年も舞ぃたのはどうして：Cあづたかについていえば，それは強制がなかったからだ 

と思います。ハンザという団体へ加入しようと脱退しようと,出入りにつぃてはすベて制約すると 

ころがなかった。それがハンザも末期になりますと，仲間を強制的にあ.る方針に従わせようとぃう 

動きをとりますd そうレますとハンザは崩れてぃくのでありt す“ これから推しまして，団体なり 

個人なりが自由意思で集まって仕事をしてぃく限りにおぃては長く続くだろう。しかし,何らがの 

強制を加えることがあったならば, 短ぃ時閘しか続かなぃ，: 長続きはしなぃものである一これが私. 
の38年やハンザ研究の結論かもしれません。

非常に迂遠な話でありますが，ハンザの古文書集11冊，ハンザ会議の議事録25冊，ハンザ史学 

会の年報が88冊,’ これらをいじくりながらこうぃった結論に達したとぃうことであります。実際の

ところ，むなしいも^ )しかつかめなかったかもしれません。だが，それでいいのだと思うのです。
. . . . . . . .  •

とにかく一つ問題をずっと長くやってきヤおります。私がドィツ留学から帰国いたしましたのが 

昭和12年でござぃますが，それ以来自分としても筋の通った仕事をぃたしましたし, また,私とほ 

ぼ年かづこうの似ております仲間が, 西洋経済史の研究業績を発表す冬ようになりますめが，やば 

り昭和12年以降でござぃますi 野村先生のイギリス経済史研究をまとめられた「英国資本主義の成 

立過程丄が刊行されましずこ,のが昭和12年。東大の大塚君の「欧州経済史序説」|や，関西大学の,矢 

孝次郎氏め「英国社会経済史」が出ましたのも同じく昭和12年。翌 13年には大塚君の「株式会社 

発生史論丄,が出ました。それから, ‘一橋大学の上原専禄先生の「独逸中犯:史研究」や，早稲田大学 

の小松君の「中# 英国農村」が出ましたのが昭和I7 年，翌 18年には一橋大学め墙田四郎君のr独 

逸中世史の研究, . 続V、て19年には小松君の「封建英国とその崩壊過程j i ぃう具合に，•相ついセ出 

るのですが，戦時中にはちょっとひどいことがございまじた。翌時私は「社会経済史学」の編集に
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関係しておりましたが，情報局というお目付がございまして，これが新聞雑誌をはじめ印刷物を検 

閲する。たまたま，私の担当だ？たと記憶しますが, アメリ力経済史特集を編集しました。，敵アメ 

y 力め研究をしなければいけないという趣旨だったのですが，その中にアメリ力初期の経済政策と 

\ 、う論文があった。とれは表題でございますよ。情報局の情報官は中味を読みはしないのです。.表 

題だけですべてをきめてしまラ。そのときいわれましたことは，アメリカの研究はよろしいが古い 

植民地時代の研究は不用だというのです。経资政策も最近の経済政策なら大いに研究発表すべきだ 

が，建国初期の経済政策とは何事だと，こういうのです。用紙の割り当てを減らすぞといわれると: 
; わいですからね,紙がなかっすこら雑誌が出ませんから,閉ロいたしまして始末書を入れさせられ 

たと記憶します。 ■ ,
. 戦後になりまして，G H Q というアメリカのお目付が来ましたときにも，三甶学会雑誌め編集で 

かなり苦労もございました6 中鉢学部長もG H Q に，私のかわりに何回か行ってく % さ/ゥ% ことが 

あるのです“ .
余談にわたりましたが，とにかぐそういうような情勢© もとで，本格的な研究発表機関であり 

ます専門雑誌は，昭和19年の6 月から12月にかけましてわが国の学界から消えてしまいます。つ 

まり終戦約1年前になくなってしまうのであります。

さて，これから戦後の間題にはいりますが，戦後にどのような研究がされているかはとこで私が 

あげつらうことはない。皆さまのほうがよく御承知だろうと思い全す。ただ，戦後の特徴としてい 

えることは，’いままでマルクス主義的な研究とそうでない研究とが；どちらかと申しますれば背を 

向けていた形でありましたのが，互いに手を握るようになってきたことであります。両方め間に交 

流が始まってくる。反省して同じ場に立って問題を深く掘り下げる動きが生れる。いわば,，前向き 

と申しましょうか，建設的な傾向と申しますか，それが始まってきたというととであります。

でありますから，理論家のほう-でも史実を十分尊重する。ただしそうだからといって,歴史的事 

実を扱っている者が才ールマイティかというと必ずしもそうはいえない。これは皆さまもすぐおわ 

かりと思いますが，歴史事実を取り上げます場合には，必ずそこに何か問題意識がある。さもなけ 

ればむだなこと，单なる悪戯にすぎない。いわゆる史料主義者は，歴史事実第一に徹し通そうとし 

て，結局何をいっているのか，われわれに何を語りかけようとするのかわからないものがあるので 

すが，こめような実証史学は実は亜流なのであります。これは漸次なく，たづてゆくように思Vvます 

が，このことの反省のきっかけを作りましたのが，これまた慶応義塾なのでありますン：

歴史的な事実のなかには，全国的な事実もありますし，地方的な, 地域的な事実もあり, こ0 後 

者が集大成されて全国的な動きになる場合もあります。したがって，いわゆる地方史の研究ば非常 

に大切なものになります。戦後の地方史の研究につきましては, 野村兼太郎先生を会長と\；、たしま 

す近世庶民臾料調逾委員会が，慶応義塾を本部として昭和23年から2 $年にかけて活動しました。
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全国的に手か伸ばしまして,.旧家vq保存されている史料の所在調査をやりました• その結果が♦
「近世庶民史料所在目録J 3冊であります。 ：:

最初, • 印刷ヒ付しましたときf c t t , どんな毛のは売れないだろうと思ったので、十。箸名な研究者

.には無料であげてじまっているめそ、，そのあと購Xずる人はないだろうと思っていますと，これが

売切れてb まうのゼす。ど5 しでかとい。ま十と，古本屋が買っでしまうのセす。古本屋t i これを • , • . '  , 
種本にしまして，どこどこの何々家にはこれこれのものがあると, 買いにゆく。結局,なんのこと

はない，古本屋の手伝をやったような形になっヤしまった。全く商売上手な連中は目め付けどころ

が違う，学問をやっている者は迂遠なものだと，つくづく感じさせられた次第でございます。

それがら文部省め史料館が品川め_ 越泛どざいますが,あの設置には舒村先生が随分尽力されま 

した。また咱和2 5年には地方史研究協讓•会が設立され，初代.の5会長は野村1先生であります。翌 26 
年から「地方史研免J という機関誌を出じまし't：現在も続いております。これらの意味するとヒろ 

は，従来地方史あるいぼ郷土史の研究というものは,好事家のひまづぶしといった形のもめが多か 

ったのセあります力V そうではなくして，地方史拼究は経済史の研究をおし進める上に欠ぐことの 

で会ないものであるということをはっきりさせたということでありまず。

したがいまして,これらの庶民史料や地方史の研究に基づいた経済史の研究にはいままでになか 

ったもめがほいってまいります。従来はどちら,かと申しますと，経済制度，あるいは経済組織につ 

いての研究に童点が置かれていたのでありますが，こんどは経済生活の歴史が主流を占めるように 

なった。それも, 貴族であるとか，領主であるとかの生活ではなぐして，庶民の日常生活行動を解 

明する。当時の人々にとっそは何でもなかったヒとが，現在ではわけがわからなくなっている。冬 

れらをとらえることによって，時代の移りかわりをヴィヴィッドにさせてゆく。いわば，生きた経 

済史と申しましょうか, 血の通った経済史と申しましょうか，これが必要だということを多くの人 

が感じるようになってきた。これは非常に重要なことであると思います。•
しかもこの動向はわが国だけの現象ではありません。最近，イギリスにおきましても，ドイッに 

おきましても, 地方史研究が盛んになっておりまして，たとえばある一つの村落の研究が決してそ 

の村落の歴史だけのものではない。その村落のような組織を持ったどこの社会にも通用する一般史 

をそめ本に:含んセいるみだと，いえるよすな研究が, 陸続ど出るようになっているめであゲます。

それだけに，今麁は日太で外国の研究をする璩合にたいへんなことになります。外国の地方史学 

会の機関t f , 研究蘧書，そういったものを貪い集める。イギリスに多数の地方史学会の機関誌があ 

りまチが，冬れらをもっとも多く備えているのは日本セありましょう。それは,何も一力所にある 

とは限りません。慶忠義塾にもあるだろうレ，皁稲田夫学にもある, 東大にもあるし，一橋大学に 

もあるし，立教大学にもある，等々を合せた場合であります。ちょっと聞いたこどかありますか，

ィギリスめぁる地方史学会セ, 傅で日本からこんなものの注文が来るんだろうと不思議がったほど，
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今までストックになっていたものを倉庫から引っ張り出しセ売ったといいまナン恐らくそういうこ 

とが現在でも続ぃてぃると思いますが，これは気をつけませんと, いづでも向とデの人0 仕拿のあ 

とを追ぃかけるとぃうことになるのです。ただ，明治大珥期の翻訳紹介の仕方と，現在とでぼとり 

ザ方が違っているように思ぃますのてV その点ではまず安心してよろしかろうと思ぃます。ただ， 

そ9 場命，研究者が自主的な態度をとってくれなv、と,.向こうの垢をなめるとぃうことになりかね 

をv、m れ穹蔵してぃるのマありま; t 。 パ … .ぐ" : . : : ' ' : ' . . . , . ド. , ホ：，: ぃ

1 て, 時間もかなり# ちまk たので，そろそ今私の話耷まとめ泠ことにV、尨しまし上う。，それを5 
最近の研究動向を中命として申しあげましょうレ ：: …

まず最近の動向の一つは，ある時代と次や時代との中間呤ある過渡期の研究が相当おこなわれて 

V、,るというあとであります。しかし？，これは最近9 動向としTCは，ちょっと下火になってきている 

とV、えるかもしれません。具体的灰例をあげますと, 岩波書店から「西洋経済鬼講座」 とぃう5 冊 

も9 が出ております。あれの副題に「封建制かを資本主義への移行j とあります。っまり，いわゆ 

る中世から近代への移りかわりの時期が，近代資本主義を理解する上に一香大切だとぃう見解から, 
大塚久雄君を中心としたグループが編さんしているのでありますが，これが第1 。

ところで，この近代資本主義が確立いたします場合の一 つ の ェポツク，っまり，歴史的な画期と 

ぃたしまして，産業革命があったということは，皆さん御存知のことと思ぃます。すなわちいま申 

しました封建性から資本主義への移行，その最終段fetが産業革命でありますn .この最終段階をはっ， 

きりとらえることによりまして，. 近代資本主義の歴史的な性格を浮き彫りしていこう，確認しよう 

とぃう動きが，第 2 にあると思ぃます， 5,  6 年前に出ました高橋幸八郎君の編さんしました「產 

業苹命の研究j などに， これは端的に出てぃるようであります。

第 ’3 に注意をひきますことは，国際的な経済史学界の一般的,動向をとり上げてゆくものでありま 

す。 これも， へたをすると外国の学者の業績の真似になりかねないのでありますが， まあ，.心配 

するほどのことはありますまぃ。現在問題匕なりますのは経済成長に関するもので，経済成長の要 

因としての工業化の過程, それと並んで経済停滞の問題，これも成長理論と結び合わせて考えてゆ 

くの;でありまして，数量的な実証分析を穑み童ねてゆくのであります。さらには人口統計学的方法 

を歴史に鸡用してゆく。ある時期の経済的衰退また咚停滞の原因を，人口減少という人口学的要因 

にキって数量的に実証できると考えるのであります。. この第3 の動向を生んだ契機の一っは国際経

済史会議でありましょう。1960年，ちょうど10年ばかり前から3 ,  4 年ごとに国際経済史会議が開— ' ■ ' " '  ■ < ;  '  i  .... . . . .

催されておりますが，その際の井通論題からヒントを得るのであります。1960年にストックホルム 

で開かれました第1 回の_ _ 経済史会議の共通論題は，1?00年以降の経済成長の粟因としての工業 

化でございまLた# •

最後に, これは今後の問題であって，すでに緒についてい.るとは必ず’しもいえないのであります
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が，先ほど披露いたしました野村先生の「一般経済史概論」 の摩論にあります「外国人の見方.から 

離脱せよ」という宣言でありますこれを実行してゆかなければいけないのですが,これを自覚し 

ている若い研究者が出はじめtている6 でありますi われわれアジシないし東洋に住んでおります者 

は，何と申しましてもヨーロッパ人と感覚におきまして，メンタリティーにおきまして，ものの見 

方におきまして，違いがございます。この相違をもっと重んじ打ち出してゆかなければならない，

この行き方は. たとえは' ，今日の問題は，今日の世界事情の中からつかみ出してゆけということに 

なるのであります6 最近めlit界史め'現実としまして，一方，アメリカとソ連とが非常に発達を遂げ 

ております。ぞの他方におきまして，アジア，アラビア，アフリ力で，いわゆる後進的な諸民族の 

勃興という事態がございます，この現実に立脚して新しい世界灾像をつ < り上げてゆ< U これは日 

本人ないしアジア人の立場において，自主的に新しく形成していかなければならない。

このような立場を意識b た研究におきましては，v)ままでの研究方法をそのまま踏襲していいか 

E うかの問羁がございます。気をつけないと, 結局外_ 人のや，ったちのをそのまま追いかけること 

にな.りかねなvせいう難点がある。! それから，研究上に使います辦参蜉は，わかっているよ\すら 

しかし，実際ほんとうにわかマているのかボうかはゥきりしないで使ゥている概念があり:尊す。た 

とえば, 近代化とか, 封建制とかい% ようなことばでありますが，何かわをっているよう,.な気がす 

る。しかレ， うちのおやじは封建的だといったような貢い方で.なぐて，学問的に使います場合には 

十分に吟味したi ：で使わなければいけない。それから,いろいろな経済学の概念や痒則を使います 

が, 適用することによって歴史的事_ を圧しつぶしてしまってはならない。というのは，宋実は表 

面山は非合理的な展開を示すことがしばしばあるのです於 ' それに対して合理的な法則や现論をあ 

てはめて抹殺するようなことがあれば，それはむしろ独断におちいることと同じだからであります。

以上とりあげ.ました最近の研究動向としての4 点は，いずれも大きな仕事であり鳥すが,日本の 

各地で若い研究者によって着々と難されせ， ように見受けられます。 二  .
したがいまして，いま私がヨ田のHiをおりf b ても, 日本の経済史学界に'^、ては安心していて 

いいし，ここにおられる島崎教授はじめ，中村，速水，琴野教授，渡迈，寺尾，岡田助教授等々の 

方々の手によっヤ慶応義塾における経済史という毐門的学問は立派な業填をあげてゆくに相違ない 

し, そたを私_ から膽してゃまないのでありま : ^ まだ, ここ， まパぉられる塾麵君は , 
慶応義塾に学んでよかったとい.う気持ちを抱いて御卒業になって:いただきたい。

そのような期待を胸に抱きながらこめ山を和りるq とができる私# 并常K 毕( 、だと思v t す。h  

れこれとつまらんととも中した感じがありますが, 以上をもづて，皆さまとお別れいたします。

: ' ' ’ ' (名誉教授)
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